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研究成果の概要（和文）：  環太平洋地域では種々の移民コミュニティが形成されている。華人や在外インド人のコミ
ュニティだけではなく、日本人、東南アジア各地から発した人々、東南アジアにやってきたアフリカ人もみられる。ま
た、華人についても種々の人々が多様な社会を形成している。
  本研究では同地域の移民コミュニティの多様さ、近年の変化の大きさについて、具体的な事例研究に基づいて提示し
た。コミュニティの大きな変化と多数の移動する者を支える背景として、交通、運搬、通信、送金の便が向上したこと
が挙げられた。また、長期間居住する移住者ではなく、短期間の滞在を頻繁に繰り返す「頻繁な移動者」に注目したコ
ミュニティの描写への試みがされた。

研究成果の概要（英文）： We can find many immigrants' communities in Pacific Rim area. Here, not only 
major migrants such as ethnic Chinese and oversea Indians, but Japanese, southeastern Asian origin 
peoples in US, and Africans in Asia. Even in the case of Chinese and Indians, their communities have a 
vast variety.
 This project presented varieties of immigrats' community in this area, and rapid changes after 2001. 
These rapid changes and volume of immigrants are supported by improvement of transporation, world wide 
communication, and money transfer. We also tried to describe immigrants' community not from viewpoint of 
residents but from frequent travellers.

研究分野： 文化人類学

キーワード： 移民　環太平洋地域　コミュニティ　華人　頻繁な移動者　近年の変化

  ３版
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１．研究開始当初の背景 

  社会学、経済学、文化人類学、国際関係

論、地域研究などの多数の視点から移民研

究は進められてきた。日本人のブラジル移

民は移民百年をむかえた事象であり、ブラ

ジル移民やアメリカへの移民の研究には多

数の研究者が携わり、日本移民学会も歴史

を刻んでいる。わが国では、日本人移民以

外にも、華人、インド系住民、およびトル

コ系住民を中心に研究がすすめられた。と

くに華人の場合は中国の故地から第一次の

目的地へ、さらに第二次、第三次の目的地

まで追跡するような研究も見られている。 

 こうした移民の動きは植民地政策や第二

次世界大戦の結果を受けた20世紀末までの

ものである。2000 年以降、人々の移動に大

きな変化を与えるあらたな要因が以下のよ

うに認められる。 

1)中国が経済力をまし多方面での中心地に

なった。事実、中国へ流入する移民も、中

国人があらたに中国製の製品を携えて国外

に出て行く事例も観察される。 

2)携帯電話をはじめとする通信機器の発達

によって、遠隔地間でも同一地域内におい

ても、人々の情報交換、送金体制、物資の

運搬の様相に変化が見られる。携帯電話の

SIM カードを取り替えながら、東南アジアの

数ヵ国とアフリカ諸国を移動しながら交易

する商人の姿は珍しいものではなくなって

いる。 

3)アフリカ＝中国の往復が1000ドル以下な

ど、航空運賃の劇的な低下によって、国際

的な人の移動の経済的な障壁が下がった。

航空会社によっては75キロの手荷物まで無

料で運び、商品をみずから運ぶ交易人を積

極的に取り込もうとしている。 

各国の移民政策や経済政策の変化以上に

1)～3)の要因は大きな影響力をもち、従来

からの華人やインド系の移民だけでなく、

アフリカ各地からの交易人などがあらたな

登場人物となっている。こうした最近 10 年

間の動向に焦点をあてた研究が必要であろ

う。 

本研究の代表者・分担者はそれぞれ個別

の移民社会での研究をすすめてきた（業績

覧参照）。これらの研究者で環太平洋地域

の複数の移民社会を分担調査し、近年の事

象を点検しつつ、相互の比較研究をすべく

本研究を実施した。 

 

 

２．研究の目的 

  本研究では環太平洋地域に見られる７つ

の移民社会をとりあげ、その 2000 年以降に

おける動態を比較研究する。環太平洋地域に

は多様な移民集団が存在する。移動の年代、

要因、故地と目的地の関係、移民社会の形態

などは相互に異なり、複数の対照軸を設定し

て比較研究を進めることができる。一方でこ

れらの移民社会は、中間集団としての機能や

構成員にとっての親和性を共通してもって

いる。移民社会相互の異同を明らかにし、移

民社会における人々の結合の必要条件を解

明する。国家や超国家的な宗教的紐帯が背景

として存在する下で、移民社会のような中間

集団が、相互に、あるいは国家（ホスト社会）

／移民社会／個人の各レベル間で調和し薫

発する要件を明らかにする。 

 

 

３．研究の方法 

  研究分担者による国外フィールドワーク

および現地での知見をもちよってのワーク

ショップを平成 24～27 年度の 4 年間にわた

って毎年実施した。フィールドワークは人び

との移動の目的地で実施するだけでなく、か

れらの故地を訪ねて実施した。ワークショッ

プは毎年度複数回にわたって開催して、分担

者以外も参加して広く意見交換をおこなっ

た。 

  毎年の研究を継続する中で、プロジェクト

2 年目の 2012 年に立教大学 平和・コミュニ

ティ研究機構（以下、平・コミ）が主催する

国際シンポジウム（後述）に参加し、2013 年

と 2014 年にそれぞれソウルと台北で本研究

プロジェクトで主催する国際シンポジウム

を実施した。 

 

 

４．研究成果 



  移民コミュニティの形成において 1)中間

団体の存在と、2)移住先にかならずしも定着

しない頻繁な移動者の存在が重要であるこ

とが分かった。国家間、あるいは国家連合間

でのマクロな議論になりがちな移民の動き

に、実際にはおおきな影響力を与えているミ

クロな個人の事情、あるいは個人が集合する

中間団体での調和とコンフリクトにも注目

する必要があることを１）ではあらためて示

した。 

２）は従来はほとんど注目されていなか

った存在である。 交易人は買い出し先の

都市に一度の訪問では数日～数週間しか

滞在しないが、年間に複数回訪問している。

彼らが立ち寄る都市には、レストラン、交

易を助けるエージェント、美容室などがあ

り、同地域から来た者の結節点となりコミ

ュニティが形成されている。結節点となる

固定的に居住する人々については研究も

進んでいる。一方、彼らよりも２桁も人数

が多い人々が頻繁に移動しながらコミュ

ニティを出入りしているにもかかわらず

注目されていない。こうした頻繁な移動者 

（frequent traveler, FT） に注目するこ

とであらたな移民コミュニティ象を提示

することができる。つまり、少数の固定メ

ンバーと多数のFT からなり、メンバーは

つねに入れ替わりながらも、その輪郭は明

確な、一種の動的平衡を保った社会である。 

上記のような理論的な枠組みへの提案だ

けでなく、個別の知見も蓄積が進んだ。具

体的には、ベトナムからの移住先として、

旧東側諸国も大きな目的地であったこと。 

ソニンケ人の商活動においては大規模化

を目指す資本主義の論理とは異なる行動

をとること。華人の国際的な移動において

複数の要因の間で葛藤があること、などが

それぞれ報告されている。また時系列では、 

2008年の北京オリンピック、2010年の広州

でのアジア大会、 2006年のシドニーでの

ボーンアゲイン協会設立などがエポック

として注目できることも分かった。 
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